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１．本質的な問い【何度も問い直され答えが更新され続ける「問い」】 

   なぜ伝え方を学ぶのだろうか。 

２．単元を貫く問い【単元を通して考え深めていく「問い」】 

   説得力のある文章を書くためにはどのようなことを書く必要があるのか。 

３．個別の問い【単元を構成する授業内で身に付ける知識・技能等】 

   ・ＡとＢどちらの場所がよいか。その根拠にはどのようなものがあるか。 

   ・説得力のある意見文を書くために必要な要素は何か。 

   ・自分の考え、根拠、理由付けはどのように繋がっていればよいだろうか。 

 

 

 

○ 単元観 

  本単元は、中学校学習指導要領（平成 29年告示）「思考力、判断力、表現力等」の「Ｂ書くこと」

の指導事項(1)ウ「根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したり

するなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること」を受けて設定している。ここでは、

自分の考えが伝わる文章になるよう、根拠の適切さについて吟味し、文章の構成を工夫し、分かり

やすくて説得力のある意見文を書くことが主なねらいである。 

自分の意見を的確に伝えるためには意見文を支える根拠を明確に示さなければならない。1学年時

の「根拠を明確にして書こう」では、根拠を示すことの重要性とその基本的な手順を学習している

が、根拠を挙げるだけでは不十分である。そのために本単元では直前の単元である「論証の説得力

を見極める」と併せて学習し、論証の構造・ポイントについて確認し、論証の説得力を見極めがで

きることを狙う。また、自分の考えに説得力をもたせて表現するためだけでなく、他者の意見を批

判的・分析的に検討するためにも、本単元を通して、根拠を吟味するということの実際を経験させ

ることで、自分の考えを伝えるための必要な能力を身に付けることができると考える。 

○ 生徒観 

  1学期に実施した定期試験の「書くこと」に特化した問題では、中間試験 56.4 %、期末試験 61.9%

であり、本学級の生徒は「書くこと」に対して苦手意識を抱えている生徒が多いものと考えられる。

読解に関する問題に対しても、文脈の中の言葉の意味を捉え、文章全体の要旨を捉える力が弱いこ

とも、昨年に引き続き顕著である。文章の読み取りを重ねる中で、筆者の記述の工夫に着目し、根

拠を明確にして吟味・検討できる生徒が出てきた一方、筆者の主張を支える根拠を本文から書き抜

けるものの、自分の意見を具体的にまとめることに苦手意識をもつ生徒は多い。言葉を正確に捉え

ていないことや、文章展開や表現からの読み取りの力が弱いことや、文章の前後の内容を関連付け

て読むことができず、文脈を把握しにくいなど、生徒の読解力の差も明らかである。そのため自分

の意見と根拠の整合性が合わなかったり、具体的な事実に基づいて書けなかったりといったつまず

きが予想される。 

○ 指導観 

指導に当たっては、個々の興味や関心を持続させるため、課題設定の難度を段階的に上げていき、

作業の流れを把握させた上で本時の課題へと取り組ませていきたい。本学習に入る前段階で、結論と

根拠を塗り分けして視覚的にロジックを示したり、利点と欠点、根拠とそれに対する反論が整理でき

るワークシートを用いたりすることで、実感をもって「書くこと」の構造への理解を深められるよう
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にしていく。 

教師主導の知識伝達ではなく、生徒が主体的に学習の見通しをもって授業に取り組めるようにする

ため、なぜ根拠が必要なのか、その根拠には説得力があるか、説得力のある根拠がなぜ必要なのか、

と問い続け、ペアやグループでの活動を積極的に取り入れ、一連の学習が自分のものになるように指

導する。更に、根拠の繋がりの適切さを意識しながら取り組めるようにするため、論証の説得力を見

極めるポイントを提示し、自分で意見文を書く過程に至るまで、そのポイントを丁寧にリマインドさ

せながら指導していく。そうすることによって本単元で身につけたい力を生徒自身が自覚できるよう

仕掛けていく。 

 

 

 

○文章の構成や展開について理解を深めることができる。 

○意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。 

【知識・技能】 

○伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、文章の構成や展開を工

夫することができる。  

○根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えるなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫するこ

とができる。 

【思考・判断・表現】 

○言葉が持つ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、    

思いや考えを伝え合おうとする。 

【主体的に学習に取り組む態度】  

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解している。（(2)ア） 

・文章の構成や展開について理

解を深めている。（⑴オ） 

・「書くこと」において、表現の

工夫とその効果などについ

て、読み手からの助言などを

踏まえ、自分の文章のよい点

や改善点を見いだしている。

（Ｂ⑴オ） 

・進んで根拠を吟味したり構成

を工夫したりすることに粘り

強く取り組み、学習の見通し

を持って、分かりやすくて説

得力のある意見文を書こうと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の評価規準 

単元の目標 
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時

間 
学習活動 

重

点 

記

録 
備考 

１ 

〇単元全体の目標を確認し学習の見通し

をもつ。 

・「学びを支える言葉の力」を読み、論証

の説得力を見極めるポイントを理解す

る。 

・論証から結論と根拠を分類し、説得力が

あるかどうかを考える。 

思  

・論証から結論と根拠を塗り分けること

によって説得力の有無を判断しようと

している。 

 

 

 

 

 
 
 
 

２
～
３ 

 

〇問題を検討し、吟味する。【本時２/５】 

・問題を検討する。 

・自分の立場を決める。 

・根拠を考え吟味する。 

・お互いの根拠を吟味し合う。 

 

思 ○ 

・図書館分館新設案に関する二つの案そ

れぞれの利点と欠点を考えさせる。［記

述分析］ 

・自分の立場を決めその意見を支える根

拠を出す。 

・書き出した根拠を班で共有し、お互い

の根拠について吟味し合う。 

 

４
～
５ 

〇図書館の分館新設についての意見文を 

く。 

・意見文の構成を理解する。 

・意見文を書く。 

・読み合って評価し合う。 

思 〇 

・吟味した根拠を踏まえ自分の決めた立

場に関する意見文を書く。[記述分析] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元課題：図書館の分館を作るには、

ＡとＢのどちらがよいか。 

単元計画（全５時間） 
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（１）本時の目標 

○根拠を考え、内容を吟味したうえで、お互いの根拠を吟味し合うことができる。 

（２）本時の評価規準 

○「書くこと」において、表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分

の文章のよい点や改善点を見いだしている。【思考・判断・表現】 

 

（３）本時の学習展開（２時間目／全５時間） 

学習活動 

○主な発問 

・予想される生徒の反応 

◇指導上の留意事項 

◆「努力を要する」状況と判断した 

生徒への指導の手立て 

◎評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

 

１ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

○論証とは何ですか。また、論証に必

要なものは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ Ａ・Ｂそれぞれの利点・欠点を考

える。（個人→班） 

○二つの場所にそれぞれに新設した

時、どのような利点と欠点が考えら

れるでしょうか。【ワークシート①】 

・Ａは駅に近く、利便性が高い。 

・Ａは人が多くにぎやかな場所なの

で、静かに本を探す図書館には向

いていない。 

・Ｂは中学や高校に近く、生徒が利

用しやすい。 

・Ｂは駅から離れているのでアクセ

スが良くない。 

 

３ 自分の立場と根拠を 2 つ考える。

（個人→班） 

○みなさんはどちらに建てるべきだと

考えますか。またその根拠に対して

予想される反論にはどのようなこと

が考えられますか。【ワークシート

②】 

 

 

 

◇電子黒板や図表を用い、課題を整理

して伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇個人思考の後、班で情報を集めさせ

る。 

 

◆電子黒板の教師例を参照しながら

考えるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

◆参考資料を読ませながら線を引か

せたり印をつけたりして、利点を探

させる。 

◇班のメンバーでそれぞれの立場で

の根拠の読み合わせをさせてから、

あがってきた根拠を一つずつ議論

させる。 

◇ボードに記入し、黒板に貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「書くこと」におい

て、表現の工夫とそ

の効果などについ

て、読み手からの助

言などを踏まえ、自

分の文章のよい点

や改善点を見いだ

している。 

【思考・判断・表現】

(ワークシート） 

本時の学習 

Ａ：「書くこと」において、表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、

自分の意見のよい点や改善点を、予想される反論を踏まえた上で、まとめようとしている。 

Ｂ:「書くこと」において、表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、

自分の意見のよい点や改善点をまとめようとしている。 

本時のゴールの見通し 

□ 一人一人を尊重した授業をする

ための留意点 

班活動を行う際は、相手に体を向け

相手の目を見て聴く。 

 

単元課題：図書館の分館を作るには、

ＡとＢのどちらがよいか。 

【めあて】 根拠を吟味することができる 
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学習活動 

○主な発問 

・予想される生徒の反応 

４ 議論を通じて根拠を吟味する。 

（班→全体） 

○班のメンバーから得られた意見や反

論は適切なものでしたか。 

 

５ 全体で共有する。 

○相手の意見に同意できた点あるいは

反論した点で自分の意見が変わった

人はいましたか。 

・(例)Ｃさんの「ショッピングセンタ

ーには子供がたくさんいるから、と

いう根拠は事実に基づいていない。

でもスポーツセンター付近には中学

校や高校があってＤ市の特に若い世

代の読書への関心を高めたいという

ねらいに合っているのではないか」

という意見を聞いて私もスポーツセ

ンターに建設した方が良いと思いま

した。 

 

６ まとめをする。 

○根拠を吟味するときに大切なことは

何ですか。 

・確かな事実に基づいているか。 

・個人的な主観だけでなく、数値や資

料といった客観的な事実が含まれて

いるか。 

・反対の立場から簡単に反論されてし

まわないか。 

 

７ 本時を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇指導上の留意事項 

◆「努力を要する」状況と判断した 

生徒への指導の手立て 

◇教科書 P103 の例を参考にして、話

し合いを深めさせる。 

◇根拠をただ列挙するだけでなく、そ

れらに対して予想される反論まで

考えるよう指導する。 

 

◇各班で一人ずつ発表者を決めてお

き発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本時で学習したことが次時の意見

文を書く活動に繋がることを意識

させながら振り返りをさせる。 

◎評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★めざす生徒の姿 

 ○根拠を吟味するときに大切なことは、その根拠が 

・確かな事実に基づいているか。 

・個人的な主観だけでなく、数値や資料といった客観的な事実が含まれているか。 

・反対の立場から簡単に反論されてしまわないか。 
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（４）板書計画 
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問
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分
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を
新
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る
な
ら
ど
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だ
ろ
う
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・
問
題
の
地
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・
参
考
資
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根
拠
の
吟
味
―
議
論 

Ａ
と
Ｂ
は
ど
ち
ら
が
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地
に
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だ
ろ
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根
拠
を
吟
味
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 
 
 

・ 

 
 
 
 

・ 

 
 
 
 

・ 

めあて Ａ 

ショッピングモール 

Ｂ 

スポーツセンター 

出された利点や欠点 

まとめ 


